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明治年間今村切絵図と現況

明治初年当時の今村城絵図（明治 43 年「村社八王子社明細帳」『今村郷倉文書』№ 702-1 より）



堀跡
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　平成 25 年には、南側二重堀の内堀に相当する場所で、小規模ながら発掘調査が行われ、概

ね予想された場所から堀の縁辺と思われる落ち込みが確認されました。残念ながら土塁は既に

削られているようで、その痕跡も確認できませんでしたが、出土した遺物の中には、年代的に

広長が今村城を居城としていた当時に使用されたと考えられる古瀬戸製品や、煤の付着した土

師器の皿などが出土しています。屋敷の跡はみつかっていませんが、発掘調査が行われた地点

よりもさらに北側には、広長が居住したであろう屋敷があり、将来その場所を特定できる機会

もあるかもしれません。

万徳寺の松原塚 広長の首が納められたとされる首塚

発掘調査で確認された堀の一部
（南西から撮影）
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　 慶 昌 院 の 敷 地 で、 駐 車 場 か ら 西 側

に 道 路 を 挟 ん だ 一 角 に、 石 碑 が 多 く

建 て ら れ た 尾 根 先 端 の 高 ま り が あ り

ま す。 明 治 10 年 測 の 地 籍 図 に は「 庚

申」と書かれ、庚申講等が行われた場

所であることがわかります。尾根の上

には御嶽信仰の石碑群、東側斜面には

旧八白村関連や日清・日露戦争戦死者

⑤　伊藤九郎左衛門貞則碑（明和 3(1766) 年 )ほか

　
　
　
　
　
　
　
大
日
本
国
東
海
道
尾
張
州
春
日
井
郡
山
田
荘
今
邑
伊
藤
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
貞
則
者
当
郷
先
祖
代
々
孫
也
此
人
平
野
平
八
郎
於
為

　
　
　
　
　
　
　
剣
術
兵
法
之
師
其
流
也
検
藤
藤
牧
之
二
流
也
矣
聴
而
多
年
朝

　
　
　
　
　
　
　
暮
師
之
提
示
不
得
倦
此
功
既
就
而
亦
師
子
之
礼
有
一
千
餘
人

              

　    

　
此
中
密
々
口
伝
之
者
得
二
百
餘
人
師
子
無
隠
笑
顔
有
餘
今
春

　
八
幡
大
菩
薩
　
生
年
八
十
末
後
伸
供
養
　
唯
翼
国
家
安
穏
万
民
長
久

　
　
　
　
　
　
　
厥
銘
曰
　
幾
歳
携
剣
教
訓
人
　
千
餘
門
弟
一
時
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功
無
功
処
隠
身
去
　
誉
挙
扶
桑
万
国
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
九
郎
左
衛
門
貞
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主

　
　
　
　
　
　
　
時
明
和
三
年
丙
戌
孟
春
日
　
　
　
　
同
　
門
　
弟
　
中

の忠魂碑等が建てられています。

尾 根 の 北 東 向 き 斜 面 に は、 今 村

で 剣 術・ 兵 法 の 師 で あ っ た 伊 藤

九 郎 左 衛 門 貞 則 を 顕 彰 し て 明 和

3(1766) 年 に 建 て ら れ た 碑 が あ

り ま す。 硬 質 砂 岩 製 の 方 柱 状 の

石 碑 で 花 崗 岩 の 台 石 も 含 め 138

㎝ の 高 さ で す。 碑 文 に あ る よ う

に、 今 村 に 育 っ た 貞 則 は、 自 ら

は 高 縄 石 清 流 の 極 意 で あ る 剣 術

( 小太刀居物 ) の 免 許 授 け 主 で あ

る 中 で、 平 野 平 八 郎 を 師 と し て

棒 の 極 意 技 を 主 と し た 検 藤 流 と

藤牧沙門を始祖とする真剣早

物を奥義とする藤牧流を学び

新 た な 一 流 派 を 生 み 出 し た

(1993『愛知の馬の塔と棒の

手沿革誌』) とされます。

　この石碑の傍らには、伊藤

貞 則 に 学 ん だ 横 山 幸 右 衛 門

重 利 の 碑 ( 文 化 3(1805) 年

造 )、その流派の横山幸吉 ( 功

記知 )( 諱は勝法 ) の碑 ( 明治

13(1880) 年造 ) が並び建ち、

今日、長久手市長湫地区・岩

作地区、豊田市篠原、同旭地

区杉本・下小屋等に伝わる棒

の手の源流がここ今村であっ

たことがうかがわれます。 伊藤九郎左衛門貞則碑 表面

伊藤九郎左衛門貞則碑 ( 左から 1 番目 )
・横山幸右衛門重利碑 ( 同 2 番目 )・勝法先生之碑 ( 同 3 番目 )

伊藤九郎左衛門貞則碑

藤牧検藤流系統図 ( 始祖から 8 代まで )
(1993『愛知の馬の塔と棒の手沿革誌』より )
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今後のスケジュール
　＜１１月＞
　 せと歴！　３つの登録文化財を巡る見学バスツアー
　　日　時：１１月２３日（木・祝）　  午前の部：午前９時３０分～正午

　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後の部：午後１時３０分～午後４時

　　集合・解散場所：名鉄尾張瀬戸駅前パルティせと南口

　　内　容：登録文化財である雲興寺鐘楼、瀬戸永泉教会礼拝堂、旧山繁商店を見学します。

　　参加費：無料

　　定　員：各部５０人

　　※申し込み方法等、詳しくは広報せと１１月１日号に掲載します。

瀬戸市歴史文化基本構想ホームページ
　　　 　昨年度、策定した瀬戸市歴史文化基本構想や基本構想に関連した取り組みを

             ホームページにて掲載しています。

　　　　これまでに開催した「まちめぐり」や「学び塾」の様子を紹介するとともに、

　　　「まちめぐり」の資料をダウンロードすることができます。

アドレス：http://seto-cul.jp/rekibun/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜひ、ご覧ください。

本事業は、平成２９年度歴史文化基本構想を活用した観光拠点づくり事業

（文化芸術進行費補助金）を活用して実施しています。
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